
防災体制の強化へ

「
震
度
７
」
を
想
定

緊
急
防
災
対
策
づ
く
り
進
む

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
市
で
は
「
震
度
７
」

の
直
下
型
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
、
緊
急
か
つ
暫
定
的

な
防
災
対
策
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
今
ま
で
の
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
て
強
化
を

図
る
も
の
で
、
犠
牲
者
０
（
ゼ
ロ
）
と
い
う
高
い
目
標
を
念

頭
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

市
役
所
内
部
で
の
検
討
に
加
え
、
防
災
関
係
機
関
に
も

緊
急
対
策
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
を
す
り
合
わ

せ
て
対
策
案
と
し
て
ま
と
め
、
４
月
に
開
か
れ
る
防
災
会

議
の
議
決
を
経
て
成
立
す
る
予
定
で
す
。

圃
防
災
課

救援ありがとう 被災地から礼状

被災地の方々から、松戸市の救援活動に対するお礼のハガキが届

きました。ハガキには震災に負けず頑張っていきたいという決意な

どもつづられていました。

初

動

体

制

確

立

の

迅

速

化

が

最

大

の

課

題

市
が
緊

急
対
策
案
を
ま
と
め
る

に
当
た
っ
て
最
大
の

課
題
と
し
て

い
る
の
が
、
初
動
体
制
確
立
の
迅

速
化
で
す
。
大
規
模
地
震
が
発
声

し
た
場
合
、
被
害
を
最
少
限
に
抑

え
る
た
め
に
は
、
市
が
い
か
に
早

く
救
助
や
救
護
、
避
難
の

誘
導
な

ど
に
動
け
る
体
制
が
と
れ
る
か
が

か
ぎ
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
発
災
直
後
の
人

員
の
確
保
と
、
人

が
効
果
的
に

動

く
た
め
に
必
要
な
情
報
を
ど
う
つ

か
む
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。

ま
た
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

直
ち
に
市
役
所
内
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
集
中
的
な
対
応
を

行
い

ま
す

が
、

道
路
や

通
信
網

の
破
壊
な
ど
で
迅
速
な
対
応
が
困

難
な
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で

、
一
部
本
部
機
能
を
分
散
し
、

支
所
を
各
地
域
の

防
災
拠
点
（
支

部
）
と
し
て

充
実
さ
せ
、
各
地
域

の
被
災
状
況
に
合
っ
た
、
的
確
で
迅

速
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ

れ
ら
を
踏
ま
え

、
備
蓄
や
避

難
場
所
・
避
難
所
、
被
災
者
へ
の

支
援
な
ど
、
地
域
防
災
計
画
の
全

般
を
見
直
し
ま
す
。

庁

内

に

検

討

部

会

を

設

置

市
役
所
内
の
緊
急
防
災
対
策
づ

部 会 名 主　な　検　討　課　題

本部会 災害対策本部、支部（支所）の人員確保と組織づくりを迅速に行

うには

情 報 部 会 情報の収集・整理・伝達などを早く、確実に行うためには

財 政 部 会 応急財政をどうするか

物 資 部 会 水・食料・生活物資などの調達と配分

避 難 部 会
お年寄り・子供・障害者などのいわゆる災害弱者への対応も含め

て、避難誘導をいかに的確に行うか

収容施設部会
収容施設としての体制づくりをどう迅速に進めるか。避難者の生

活の援助

清掃環境部会 被災地や避難所のごみ・し尿の対応

建設部会 救助や物資輸送などのための道路の確保

教 育 部 会 児童・生徒の安全を守るには

医 療 部 会 医療救護体制をいかに早く組むか

消 防 部 会 救助・消火活動をいかに的確に素早く 行うか

緊
急
対
策
は
な
る
べ
く
早
く
成

立
さ
せ

た
い
こ
と
か
ら
、
今
、
急

ピ
ッ
チ
で

検
討

が
進
ん
で
い
ま
す
。

庁
内
の
検
討
と
こ

れ
に
関
係
機
関

の
緊
急
対
策
を
加
え
、
３

月
末
に

は
対
策
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

こ
の
対
策
案
は

、
例
年
５

月
に

聞
か
れ
て
い
る
防
災
会
議
を
４

月

に

繰
り
上
げ
て

開
催
し
、
こ
こ
で

現
行
の
地
域
防
災
計
画
の
改
定
と

い
う
形
で
議
決
を
得
た
い
と
考
え

て
い

ま
す

。

自

主

防

災

組

織

づ

く

り

を

進

め

よ

う

緊
急
時
に
は
地
域
ぐ
る
み

の
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。

町
会
（

自
治
会
）
ご
と
に
自

主
防
災
組
織
づ
く
り
を
進
め

ま
し

ょ
う
。

わたしの夢

夢がかなっ た聡美さ ん

わたしのゆめはニュ ースキャスターです。

小さいころは、悪いニュースがあると耳をふ

さぎ目をつぶって聞かないよう にしていまし

たが、このごろはちゃんと聞いています。も

し わたしがニュ ースキャスター になれたら。

「いつも笑顔でいいね」と言われるような二

ユースキャスターになりたいですね。

く
り
は
、
庁
内
各
課
の

防
災
主
任

が
中
心
と
な
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

各
担
当
別
に

十
一
の
部
会
を
設
置

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
検
討
を
進

め
て
い

ま
す
（
左
上
表
）
。

防

災

関

係

機

関
で

も

検

討

医
療
関
係
・
鉄
道
・
電
気
・

ガ

ス
・
電
話
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど

の

防
災
関
係
機
関
に
は
、
２

月
９

日
に

開
か
れ
た
防
災
関
係
機
関
連

絡
会
議
の
席
上
、
早
急
に
大
地
震

に

対
す
る
緊
急
対
策
を
ま
と
め
て

い

た
だ
く
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

４

月
の

防

災

会

議

で

成

立



留
守
家
庭
児
童
会

（
学
童
保
育
所
）

留
守
家
庭
児
童
会
（
学
童
保
育
所
）
で
は
、
共

働
き
家
庭
な
ど
の
児
童
を
、
学
校
の
放
課

後
に
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

一覧表(学童保育所)留守家庭児童会

３
月
定
例
市
議
会
を
開
会

平
成
７
年
度
予
算
案
な
ど
3
7
件
を
審
議
中

３
月
定
例
市
議
会
が
、
３
月
２
日
困
か
ら
2
8日
㈲
ま
で
二
十
七
日
間

の
会
期
で
開
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
に
は
、
平
成
７

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

瓮
計
の
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
三
十
七
件
の
議
案
が
上

程
さ
れ

て
い
ま
す
。

３
月
定
例
市
議
会
に
上
程
さ
れ

て
い

る
主
な
議
案
は
、
次
の
と
お

り
で

す
。

平
成
６
年
度
補
正
予
算

》
一
般
会
計
（

第
六
回
）
…
既
定

の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

三

十
二
億
六
千
七
十
八
万
三
千
円

を
追
加
し
、
一
千
百
二
十
九
億

の
ご
利
用
を

対
象
・
：
小
学
校
一
年
生
～
三
年
生

固
こ

ど
も
課
管
理
係

名　　 称 電　話 住　　　　 所 定員

※栗 ヶ 沢 44-4472 小金原アー16 各40
人※小 金 4卜0406 小金355

稔 台 62-4857 稔台99 各60
人常 盤 平 87-2670 常盤平4 －11一旬

上 本 郷 65-3276 上本郷2 －3610

各40
人

小 金 原 45-0401 小金原9 －16－ 1

根木内 45-0454 小金原3 -13- 4

馬 橋 44-9681 西馬橋相川町憫3

胡 録 台 65－9200 松戸新田158-1

高 塚 91－∠1758 高塚新田500－ 8

※古 ヶ 崎 旭 6卜1842 古ヶ 畸4 -3620- 1

常盤 平 南 部 84-4553 牧の原435- 1

上 本 郷第 二 68-8162 上本郷1 -3233
※三矢小台たんぽぽ 67－ｱ232 二十世紀ヶ丘柿の木町仰

新 松 戸 44-9796 新松戸4 -247

小金北 44-9735 大金平3 -135

八 柱 92-5420 日暮3 -61- 1

大橋ありのみ 91-2617 二十世紀ヶ丘丸山町86
※五香六実ひまわり 84－0206 六高台4 －131

新松戸あかしあ 4∠卜2141 新松戸 アー3乃

相 模 台 62－8604 松戸2284- 1

※松 飛 台 8アー6979 初富飛地３

八 ヶ 崎 45-9322 八ヶ畸524

横 須 賀 45-6164 横須賀545- 1

ニ ツ 木 41-8423 ⊃ﾝ 木1270－ 1

※南部なかよし 65-1771 小山憫8

常盤平風の子 88-7724 常盤平西窪町8 －26

※松 戸 中 央 63-4110 根本217

※高 木 89－5656 金ヶ作120

※ひまわり第二 85-5670 五香六実197

※旭ど んぐ り 48-3061 旭町1 －20－ 2

※印は学 校内 の余裕教室を利用

六
千
三
百
六
十
六
万
四
千
円
と

し

ま
す
。

マ
特
別
会
計
：
国
民

健
康
保
険
特

別

会
計
（
第
二

回
）
は
八
億
三

千
九
百
三
万

一
千
円
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
（
第
二
回
）
は

一
億
五
千
二
百
七
万
六
千
円
、

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
（
第

一
回
）
は
二
億
九
千
百
六
十
七

万
三
千
円
、
駐

車
場
事
業
特
別

会
計
　（
第
一
回
　
は
二
亘

二
十

六
万
円
を
増
額
し
ま
す
。

マ
企

業
会

計
・：
水

道
事
業

会
計

（
第
一
回
）
は

一
千
六
百
八
十

二
万
八
千
円
を
増
額
し
、
病
院

事
業
会
計
（
第
二
回
）
は
五
億

七
千
七
百
五
十
五
万
七
千
円
を

減
額
し
ま
す
。

条

例

の

一

部

改

正

▽
松
戸
市
の
議
会

議
員
お
よ
び
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公

報
発

行
に
関
す
る
条
例
及
び
松
戸
市

議
会
議
員
及
び
松
戸
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
・：
公
職

選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
関
連

規
定
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

》
松
戸
市
行
政
組
織
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
・：
行

政
需
要
の

変
化
に
対
応
し

、
組

織
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

マ

松

戸

市

役
所

支

所

設
置

条
例

等

の

一

部
を

改

正

す

る

条
例

の

制

定
…
八
ヶ
崎
の
一
部
を
ハ
ケ
畸

三

丁

目
に

町

名

地

番

変
更

し

た

こ

と
に

伴
う

も
の

で

す

。

マ

松

戸

市
市

税

条

例
の

一
部

を

改

正

す

る

条
例

の

制

定
・・・
地

方

税

法

の

改
正

に

伴
い

、

個
人

市

民

税

所

得
割

税

率
の

適
用

区

分

等

を

改
正

し

ま

す

。

》
松

戸

市
手

数

料

条

例
の

一

部

を

改

正

す

る
条

例
の

制

定
・
：
各

種

手

数

料

の

改

定

等

を

図

り

ま

す

。

ワ

松

戸
市

学

童

災

害

共
済

条

例
の

一

部

を
改

正

す

る

条
例

の

制

定

・
：
学

童
災

害

共

済
制

度

の

充

実

を

図
り

ま

す

。

ワ

松

戸
市

生

き

が
い

福
祉

セ
ン

タ

ー

条

例
の

一

部

を
改

正

す

る

条

例
・
・
・
精
神
薄
弱
者
福
祉
作
業
所

の
定
員
増
を
図
り
、
通
所
者
の

増

加
に

対

応
し

ま

す

。

マ

松

戸
市

中

小

企

業
資

金

融

資

条

例

の

一
部

を

改
正

す

る

条

例
の

制

定
・・・
事

業

資

金
の

特

例

措

置

を

延

長
し

ま

す

。

マ

松

戸
市

道

路

占
用

料

条

例
の

一

部

を
改

正

す

る

条
例

の

制

定
・・・

道

路
占

用

料
の

額

を

改

定
し

ま

す

。

マ

松

戸
市

ラ

ブ

ホ
テ
ル

建

築

規
制

に

関
す

る

条

例
の

一
部

を

改
正

す

る

条
例
の

制

定
・
・・
ラ

ブ

ホ
テ

市
内
五
ヵ

所
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で

は
、
さ
ま

ざ
ま
な
お
年
寄

り
の
ク
ラ
ブ
（
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ

ブ
）

が
あ
り
、
皆
さ
ん
が
イ
キ
イ

キ
と

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

矢
切
と
小
金
原
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ

ー
の
ク
ラ
ブ
で

は
、
現
在
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
左
表
）
。

新
し
い
出
会
い
を
求
め
て

、
何

か
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
市
内

在
住
の
六
十
歳
以
上

の
人
　

費
用

無
料

圃
３
月
７
日

㈹
午
前
９

時
か
ら
、

電
話
で

各
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

小金原老人福祉センター　S44-8270 番
クラブ名 募集人員 活　動　日 時　間

英　 会　 話 ３人 第１・２・３・４火曜日

午後１時～３時民　　　　謡

各10人

第１・２・３水曜日

詩　　　　吟 第１・２・３・４木曜日

日舞・新舞踊 第１・２・３・４土曜日 午前10時～正午

｀　　　　矢切老人福祉センター　昔68一価08番
クラブ名 募集人員 活　動　日 時　間

書　道（－ ） ２人 第１・３木曜日

午前10時～正午

書　道（二） ５人 第１・３火曜日

ル
の
建
築
規
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

ワ
松
戸
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を

改
正

す

る
条

例
の

制
定
・
・・
都

市
公

園
に

係

る

占

用

料
の

額

を

改

定
し

ま

す

。

平
成
７
年
度

一
般
会
計
予
算
は

一
千
四
十
五
億
五
千
万
円

平
成
７

年
度
の
予
算
案
は
、
一

般
会
計
一
千
四

十
五
億
五
千
万
円
、

特
別
会
計
六
百
三
億
二
千
二
百
三

十
七
万

八
千
円
、
企
業
会
計
二
百

五

億
八

千
三

百
四

十
八
万

四
千

円

合
計
一
千
八
百
五
十
四
億
五
千

五
百
八
十
六
万
二
千
円
と
な
っ
て

い

ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
の
使
い
道
で

は
、
土

木
費
が
一
八
・
五
％
を
占

め
、
次
い
で
民
生
費
一
七
・
七
％

衛
生
贄
一
七
・
三
％
な
ど
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
十
七
　

四
十
代

だ
液
の
話
（
活
性
酸
素
と
が
ん
予
防
に

一
口
三
十
回
の
そ
し

や
く
の
勧
め
）

が
ん
の
原
因
の
多
く
は
、
発
が

ん
性
物
質
の
摂
取
に
よ
る
と
い

う
こ
と
は
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存

じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に

日

ご
ろ
食
べ
て
い
る
食
品
と
大

き
な
関
係
が
あ
る
こ

と
は
、
多

く
の
専
門
家
に
よ
っ
て

指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
に

含
ま
れ
る
発
が
ん
性
物
質
に

対

す
る
だ
液
の
働
き
に
つ
い
て

、

お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

同
志
社
大
学
の
西
岡
教
授
は
、

十
数
年
前
、
発
が
ん
性
の

あ
る

食
品
添
加
物
が
だ
液
と
反

応
す

る
と
、
そ
の
毒
性
に
ど
ん
な
変

化
が
あ
る
か
を
調
べ
た
研

究
を

発
表
し
ま
し
た
。
当
時
、
日
常

的
な
食
品
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
発

が
ん
性
物
質
が
見
い

出
さ
れ
、

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
し

た
。
Ａ
Ｆ
―
２
、
ア
フ
ラ
ト
キ

シ
ン
な
ど
と
い
う
文
字
が
マ
ス

コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
て
い
た
の
を

記

憶
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

最
初
の

実
験
は
、
毒
性
の
強

い
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
驚
く
べ
き
こ

と
に
、
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
の
変

異
原
性
（
細
胞
に
突
然
変
異
を

起
こ

す
作
用
の
強
さ
）
は
だ
液

と
混
ぜ
る
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
消

え
て
い

た
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
毒
物
と
だ
液
を
混
ぜ
る
実
験

が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
結
果
そ

れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
発
が

ん
性
の

毒
物
に
対
し
て

、
だ
液

は
相
当
の
効
果
を
示
し
た
の
で

し
た
。

さ
ら
に
研
究
が
進
ん
で
、
こ

の
作
用
は
だ
液
に

含
ま
れ
る
ペ

ル

オ
キ

シ
ダ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素

の
働
き
に
よ
る
こ

と
が
分
か
り

ま
し
た

。
こ
の

酵
素
が
発
が
ん

性
物
質
の
生
成
す
る
活
性
酸
素

を
消
去
し
て
い

た
の
で
す
。

ま
た
、
だ
液
が
毒
消
し
作
用

を
発
揮
す
る
の
に

約
三
十
秒
か

か
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
一
口
三
十
回
噛
（
か
）

む
と
こ
の
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

現
代
人
は
加
工

食
品
に
慣
れ

て
し
ま
っ
て
、
よ
く
噛
む
こ
と

を
忘

れ
て

し

ま
っ

た
よ

う
で

す
。
噛
む
こ
と
は
体
に
良
く
て

お
金
も
か
か
り

ま
せ
ん
。
ひ
と

つ

心
掛
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

市

役
所
に

は
電
車

や
バ
ス
で

３
月
は
駐
車
場
が
特
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ご
来

庁
の
際
に
は
、
電
車
・
バ
ス
等
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。



干葉県議会議員選挙
選挙区が南北に分割されました

し

尿

の
く
み

取

り
や
変

更

届
・

取

り

消

し

な

ど

を

忘

れ

ず

に

し
尿
の
く
み
取
り
に
は
、
人
頭

制
と

従
量
制
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。
人
頭
制
は
、
一
般
家
庭
の
ト

イ
レ
や
一
世
帯
一
便
槽
の
ア
パ

ー

ト
な
ど
が
対
象
で
、
従
量
制
は
、

会
社
や
工
場
、
共
同
便
槽
な
ど
の
、

多
数
の
人
が
使
用
す
る
ト
イ
レ
や

簡
易
水
洗
式
便
槽
な
ど
が
対
象
で

す
。

新
規
・
変
更
・
取
り
消
し
の

届
け

出
は
忘
れ
な
い
で

し

尿
の

く
み

取
り
の

届
け

出

は
、
住
民
登
録
の

届
け
出
と
は
別

で
す
。
忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

新
規
…

転
入
な
ど
に
伴
う
新
規

南
選
挙
区
の
有
権
者
は
南
選
挙
区
の
候
補
者
に
、

北
選
挙
区
の
有
権
者
は
北
選
挙
区
の
候
補
者
に
、

そ
れ
ぞ
れ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。北選挙区は、馬橋支所でも不在者投 票ができます

く
み
取
り
や
工

事
現

場
な
ど
の
仮

設
ト
イ
レ
で
、
新
た
に
く
み
取
り

を
始
め

る
と
き

変
更
…
市
内
転
居
、
世
帯
人
員

の
増
減
（
出
生
・
死
亡
・
転
出
）

や
申
請
名
義
人
の
変
更
な
ど

取
り
消
し
…
転
出
、
下
水
道
や

浄
化
槽
へ
の
取
り
替
え
な

ど

申
請
先
…
市
民
課
、
各
支
所
、

清
掃
業
務
課

作
業
カ
ー
ド
は

見
や
す
い
場
所
に

平
成
７

年
度
用
作
業
カ
ー
ド
・

作
業
伝
票
を
、
３
月
下

旬
に

郵
送

し
ま
す
。

人
頭
制
の

場
合
は
、
作
業
カ

ー

ド
に
よ
り
作
業
の
実
施
状
況

を
確

認
し
ま
す
の
で
、
カ
ー
ド
は

ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
、
押
印
し
や

す
い
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い

。

従
量
制
の
場
合
は

、
く
み

取
り

作
業
に
立
ち
会
い

、
量
を
確
認
の

う
え

作
業
伝
票
に

印
を
押
し
て

く

だ
さ
い

。

※
３

月
3
1日
は
、
し
尿
処
理
手
数

料
（
人
頭
制
）
の

第
四
期
納
期

限
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

固
清
掃
業
務
課
業
務
第
二
係

再

生

自

転

車

の

販

売

方

法

が

変

わ

り

ま

す

従
来
抽
選
に
よ
る
販
売
で
し
た

が
、
今
回
か
ら
先
着
順
に
よ
る
即

売
に
変
更
し
ま
す
。

販
売
日

時
３
月
1
3日
囲
～
1
7日

投
票
日
時
・：
４
月
９
日
収
午
前

７

時
～
午
後
ら
時

投
票
で
き
る
人
・
：
昭
和
5
0
年
４

月
1
0日
ま
で

に
生
ま
れ
、
平
成
６

年
1
2月
3
0日
ま
で
に

転
入
届
出
を

し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

県
内
市
区
町
村
か
ら
松
戸
市
に

転
入
し
た
人
の
投
票
…
平
成
６

年

1
2月
3
1日
以
降
松
戸
市
に
転
入

届

出
二

回
限
り
）
を
し

た
人
で
、
前

住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い

る
人
は
、
松
戸
市
発
行
の

居
住
証
明
書
を
提
示

す
れ
ば
、
前

住
所
地

の
投
票

所
で

投
票
で

き

ま
す
。
居
住
証
明
書
は
市
民
課
・

支
所
で

発
行
（
告
示
日
以

降
の
土
・

日
曜
に
つ
い
て
は
市
民
課
で
の
み

発
行
）
し
ま
す
。

松
戸
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た

人
の
投
票
…
平
成
７
年
３
月
1
5
日

ま
で
に
住
所
の

変
更
手
続
き
の
済

ん
で
い
る
人
は

、
新
住
所
地
の
選

挙
区
、
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す

窗
、
午
前
1
0時
～
午
後
３

時
　
販

売
台
数
六
十
台
　
価
格
五
千
円
～

一
万
一
千
円
　

会
場
生
き
が
い
福

祉
セ
ン

タ

ー
　（
金

ヶ

作
二
七

七

－

四

）

※
会
場
へ
は
、
五
香
駅
東
口
か
ら

新
京
成
バ
ス
「
小
新
山
」
ま
た

は
「
柏
陵
高
校
」
行
き
で

、
新

栄
町
入
口
下

車
が
便
利
で

す
。

閲
㈲
松
戸
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
１

登
8
4－
3
1
9
1

番

「

松

戸

市

民

憲

章

」

作

文

・

絵

画

・

書

道

コ

ン

ク

ー

ル
入

賞

者

が

決

定

「
松
戸
市
民
憲
章
」
に
関
す
る

作
文
・
絵
画
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

に

、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
か

が
、
平
成
７

年
３
月
1
6日
以

降
に

変
更
手

続
き
を
予
定
さ
れ
て
い
る

人
は
、
旧
住
所
地
の
選
挙
区
、
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。不

在

者
投

票

期
間
・：
３
月
3
1日

廊
～
４

月
８

日
出
ま
で

時
間
…
午
前
８

時
3
0分
～
午
後

５
時会

場
…
南
選
挙
区
の
人
は
市
役

所
本
館
二
階
大
会
議
室
、
北
選
挙

区
の
人
は
馬

橋
支
所
二

階
会
議
室

ま
た
は
市
役
所
本
館
二
階
大
会
議

室
持
参
す
る
も
の
・：
認
め
印
と
投

票
所
整
理
券
（
３
月
2
7日
㈲
発
送
）

郵

便

投

票

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
祠

者

手

帳
の

交
付

を

受
け
て

い
る

人

で

、
投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
郵
便
に

よ
る
投
票
が
で

き
ま
す
。

※
選

挙
管
理
委
員
会
に
郵
便
投
票

証
明
書
の
交
付
申
請
が
必
要
で

す
。

醴

市
選

挙
管
理

委

員
会

事
務
局

（
市
役
所
内
）

と

う

ご

ざ
い

ま
し

た

。

審

査
の

結

果

、

次
の

と

お

り

受

賞

者

が
決

定

し

ま
し

た

。

作

文
の

部

…

市

長

賞
＝

鹿

俣

清

華

（
南

部
小

）
・
西

村

奈
美

（
金

ヶ

作

中

）
　

議
長

賞
＝

島
貫

弘

（

馬

橋
小

）
　・
大

越
愛

希

（
小
金

南

中

）

教

育

長

賞
‥‥
安

川

朝
子
（
矢

切

小

）

・

大

森

睛
香

（
第
三

中
）

絵

画

の

部
・
：

市

長

賞
＝

龍

穣

（
馬

橋
小

）
ふ

俣

美

穂
（
第
四

中

）

議
長

片
Ｙ

‥白

川

ひ

と
み

（
柿

ノ

木

台

小

）
・

澤
田

友

輝

（
小

金

北

中

）

教

育

長

賞
＝

村

木

舞

子

（
中

部

小

）
・
安

井

祐
子

（
第

二

中

）

書

道

の

部
・
・・
市

長

賞
＝

堀
切

美

幸
（
中

部
小

）
・
黒

島

寛
子

（
第

三

中

）
　

議

長

賞
＝

山

口

徹

（
高

本

在宅で
ねたきりの
お年寄りの
介護を援助

ま
た

、
家
庭
に
お
い
て
入
浴
が

困
難
な
人
に
移
動
入
浴
車
を
派
遣

し
て
い
ま
す
の
で

、
ご
利
用
く
だ

さ
い

。
介
護
の
こ

と
で

お
困
り
の
人
は

お
せ

わ
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ホ

ー

ム

ヘ
ル

パ

ー

・

訪

問

入

浴

サ

ー

ビ
ス

の

派

遣

手

数

料

の

一

部

を

改

正

し

ま

す

各
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
所
得

税
額
に
応
じ
て
、
派
遣
手
数
料
を

負
担
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す

が
、
４

月
１
日
か
ら
一
部
派
遣
手

数
料
を
改
正
し
ま
す
の
で

、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

固
お
せ
わ
課
お
せ
わ
係

※手数料の改正 がある のは○だけで す。（　 ）内 の

料金は現行の 料金です。

つ
て
み

ま
せ
ん
か
。

期
間
種
ま
き
（
４

月
中
旬
）
か

ら
収
穫

孚

月
中
旬
）
ま
で
　

地

区
幸
田

・
新
松
戸
・
新
松
戸
圉
・

大

橋
　
区
画

匸
つ
ね
（
約
十
五

言

費
用

一
区
画

三
や
円
　
予
想
収
穫

量
葉
つ
き
十
諺
程

度
（
約
十
東
）

※
種
ま
き
・
肥
培
管
理
は

、
農
家

が
行
い
ま
す
。

惠
３

月
2
4日
脂
ま
で

に
、
往
復（

ガ
キ
に
希
望
地
区
・
区
画

数
・
住

所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根

杢

二
八
七
―
五
松
戸
市
役
所
農
政

課
内
松
戸
市
都
市

農
業
振
興
協
議

会
え
だ
ま
め

係
へ

固
農
政
課
農
政
係

農
耕
地
に
犬
・
猫
な
ど
を
入
　
野
ネ
ズ
ミ
退
治

れ

な

い

で

Ｉ
・

農
耕
地
に
犬
・
猫
な
ど
が
入
り
、

農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え
て

い
ま
す
。

犬
・
猫
な
ど
が
農
耕
地
に
入
ら

な
い
よ
う
に
、
飼
い

主
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固

農
政
課
指
導
係

市

の

林

間

学

園

施

設

（

軽
井

沢

荘

・

白

樺

高

原

荘

）

の

開

放

を

一

時

中

止

改
修
工

事
の
た
め
、
４
月
３
日

㈲
以
降
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

な
お
、
次
の
一
般
開
放
は
９

月

下

旬
か
ら
の
予
定
で

す
。

固
教
育
委
員
会
学
務
課
容
6
6－
7

4
5
7

番

税

の

申

告

は

も

う

お

済

み

で

す

か

〈
市
・

県
民
税
〉

申
告
を
す
る
人
：
平
成
７
年
１

月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い

て

、
平
成
６
年
中
に
所
得
が
あ
っ

た
人
や
退
職
し

た
人

受
付
日
時
・：
３
月
1
5日
困
ま
で

の

午

前
８

時
3
0
分
～
午

後
５

時

呈

・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所
：
市

役
所
本
館
二

階

大
会
議
室
・
各
支
所

鬩
市
民
税
課

〈
所
得
税
・

贈
与
税
〉

申
告
納
税
期
限
…
３
月
1
5日
困

ま
で

〈
消
費
税
（

個
人
事
業
者
）
〉

申
告
納
税
期
限
・：
３
月
3
1日
廊

ま
で

※
期
限
間
近
に
な
る
と
、
税
務
署

の

窓
口
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

問
松
戸
税
務
署
昔
6
3－
1
1
7
1

番

薬

剤

に

よ

る

駆

除

を

実

施

農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
野
ネ
ズ

ミ
を
退
治
す
る
た
め
、
農
耕
地
に

駆
除
剤
を
仕
掛
け
ま
す
の
で

ご
注

意
く
だ
さ
い

。

※
近
隣
市
町
で
も
薬
剤
に
よ
る
駆

除
を
行
い

ま
す
。

駆
除
期
間
３
月
1
7日
廊
よ
（
一
日

困鬩
晨
政
課
指
導
係

町

名

地

番

が

変

わ

り

ま

し

た

２
月
2
5日
出
か
ら
五
香
六
実
地

区
の
一
部
の

町
名
地
番
が
変
わ
り

ま
し
た
。

の 五

一香部 六
実

変
更

地
区

五 五 五

香 香 香

三二一丁 丁 丁

目 目 目

新

町

名

固
総
務
部
庶
務
課
町
名
整
備
係

国

民

健

康

保

険

は

り

・

き

ゅ

う

・

あ

ん

ま

等

施

設

利

用

券

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

対

象
国

民

健

康

保

険
の

被

保

険

者
で

、
満

四

十

五

歳
以

上

の

人

と

心

身

障

害

者

匣

国

民

健

康

保

険

被

保

険

者

証

（
退

職
被

保
険

者
証

）・
印
鑑
を

持

っ

て

、
国

民

健

康

保
険

課
・
各
支

所

へ

醋

国

民

健

康

保

険
課

資

格

給

付

係

平

成

７

年

度

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

期

間
４

月
３

囗

㈲
よ

Ｊ
日

㈲

呈

・
日
曜
日
を
除
く
）
　
　時
間

午
前
８

時
3
0分
～
午
後
５

時
　
場

所
資
産
税
課
税
課

寮
縦
覧
で

き
る
の
は
、
納
税
義
務

者
・
代
理
権
を
有
す
る
人
で

す
。

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

。

固
資
産
税
課
税
課

広

報
ま
つ

ど
「

用
途

地
域

改
正

特
集

号
」（
２

月
2
4
日

号
）

の

新
用

途
地

域
見

直
し

原
案
の

凡

例
の

う
ち

、
第

一
種

住

居
専
用

地
域

は
第

一
種

住
居

地
域

、
第
二

種

住
居

専
用

地

域
は
第

二

種
住
居

地
域

の

誤
り
で

す
の
で

、

訂
正

い
た

し

ま
す

。
舞
都

市
計

画

課
計
画

係

市
で
は
、
在
宅
で
ね
た
き
り
の

お
年
寄
り
の
い

る
家
庭
、
障
害
の

た
め
日
常
生
活
に

援
助
を
必
要
と

さ
れ
る
人
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル

パ
ー
を
派
遣
し

、
家
事
援
助
、

身
体
介
護
な
ど
日

常
生
活
の
お
世

話
を
し
て
い
ま
す
。

ホームヘルパー・訪問入浴サービスの派遣手数料

派遣対象世帯区分 金額（１時間当たり）

Ａ 生活保護法による被保護世帯

無　　料

Ｂ
生計中心者の前年所得税が非

課税である世帯

Ｏ
生計中心者の前年所得税が

10,000円以下の世帯
250円

Ｄ
生計中心者の前年所得税が

10,001円以上30,000円以下の
世帯

400円

Ｅ
生計中心者の前年所得税が
30,001円以上80,000円以下の
世帯

650円

Ｆ
生計中心者の前年所得税が

80,001円以上140,000円以下
の世帯

850円

Ｇ
生計中心者の前年所得税が

140,001円以上の世帯
900円（880円）

小
）
・

神
山

依
子

（
第

三

中
）
　
　
教

育

長

賞
＝

河

内

智

春

（

横

須

賀

ホ

）
・
知

久

香

代
子

（
旭

町

中

）

（

敬
称

陷

）

※

優
秀

作

品

（
入

選

以

上

）
は

、

３

月
1
2
日

㈲
ま

で

の

午

前
９

時

～

午
後
５

時
の

間

、

京

葉

ガ
ス

松
戸

サ

ー

ビ
ス

セ

ン

タ

ー
で

展

示

し

て

い

ま
す

。

問

企
画

課

え

だ

ま

め

農

園

オ

ー

ナ

ー
募

集
種
を
ま
い
た
時
か
ら
、
あ
な
た

は
農
園
オ

ー
ナ
ー
。
生
育
状
況
を

見
な
が
ら
自
ら
収
穫
を
体
験
で
き

ま
す
。

と
０
た
て
の
え

だ
ま
め
を
味
わ



引っ越しの際は各種

手続きを

お忘れなく

ガス
引っ越しのときは早めに連絡してください。移転日にガ

ス会社の担当が伺って、ガス料金を精算します。

都市ガスにはいろいろな種類があります。引っ越しした

場合は、その地域で使われているガスの種類とお手持ちの

ガス器具が合っているかどうか必ず確認してください。

蠢都市ガス…京葉ガス㈱松戸支社061-0211 番

プロパンガス…契約している販売店

電 話

電話の引っ越しの際の問い合わせ・申し込みは、NTT

の場合は局番なしの１ １６番です。電話の工事は予約制に

なっています。特に２月下旬から５月上旬は予約が集中し

ますので、引っ越しの日取りが決まったら早めに電話しま

しょう。ほかの電話会社と契約している場合も連絡を忘れ

ずに。

電話の移転に伴い電話番号が変更になった場合は、元の

電話番号にかかってきた電話に新しい電話番号を案内する

サービスも利用できます。

電気

いざ引っ越しとなると、限ら れた時間の中でやらなくてはならな

いことが山のようにあって、ついつい大切な手続きを忘れがちです。

あら かじめ、必要な手続きを表にまとめるなどし て、慌てないよ

うにしましよう。

引っ越し日が決まったら、東京電力へご連絡ください。

電気を止める処置や料金の精算に伺います。ご連絡の際、

住所・氏名・引っ越し日時・引っ越し先・お客さま番号な

どをお知らせください。

圃東京電力㈱松戸営業所c47-1211 番

転出届等
国民健康保険・国民年金・

児童手当・し尿のくみ取り…
市役所の市民課で転出届を出し、転出証明書を受け取り

ます。同時に国民健康保険・国民年金・児童手当・印鑑登

録・し尿のくみ取りなどの手続きも一括してできますので

便利です。

お近くの支所でも同様の手続きが受けられます。時間が

いくらあっても足りない引っ越しのときには、お近くの支

所をご利用ください。

頬市民課、またはお近くの支所へ

５番 の業 務については一 部できないこともあり ます

ので 、お 問い 合わせく ださい 。

1.住所、戸籍の届け出

2. 住民票、戸籍謄本・抄本の写しの交付

3.印鑑登録、印鑑証明書の交付

4.固定資産税の課税証明・所得証明などの税証明の交付など

5.国民錬康保険、国民年金、小中学校の転編入学、児童手当、市民交通傷害保険、し尿くみ取りの手続き

支
所
の

主
な
業
務

郵便
引っ越しの１週間前までに今の受け持ち郵便局あてに転

居届を出すと、旧住所あての郵便物が１年間新住所に転送

されます。郵便局に備え付けの転居届用紙、またはハガキ

に旧住所・新住所・氏名を記入して押印の上、郵便局本局

にお送りください。

残松戸郵便局062-2357 番、松戸北郵便局042-1067 番

ごみ
引っ越しの際に出るごみは、一度に大量に出さず計画的

に小量ずつ出すようにしましょう。また粗大ごみについて

は。市役所清掃業務課にご相談ください。

黷市清掃業務課

法

定

労

働

時

間

が

変

更

４

月
１

日

か

ら

一

部
の

事

業

場

の

一

週
間

の

法

定

労

働

時
間

が

変

更

に

な

り
ま

す

。

変

更
内

容
・
＝
①

製

造

業
、
鉱

業

、

建

設

業

、
運

輸

交

通

業

、
貨

物

取

扱

業

お
よ

び
清

掃

・

と

蓄
業

の

う

ち

、

十
人

未

満

の

規

模
の

事

業

場

の

週

法

定

労
働

時

間

か
四

十

四

時

間

に

②

商
業

、

接

客

娯
楽

業

の

う

ち

、

五
人

未

満

の

規
模

の

事

業

場

の

週

法
定

労

働

時

間

が

、
四

十

六

時

間
に

短

縮

さ

れ

ま

す
。

寮
労

働

基

準
法

に

基

づ

く
週

四

十

時

間

労

働

制
を

実

施

す
る

計

圃

を

持

ち

、

省
力

化

投

資
や

労

働

者

の

新

た

な
雇

い

入

れ

を
行

い

、

週

所

定

労

働
時

間

を

一
時

間

以

上

短

縮

す

る
事

業

主
に

対

し
て

、

奨

励

金

を

支
給

す

る

制
度

が

あ

り

ま

す
の

で

ご
活

用

く

だ

さ
い

。

蠢

千

葉

労

働

基
準

局

監

督
課

尽

一一

－
2
2
1－
4
3
1
1

番

、
ま

た

は

最

寄

り

の

労

働
基

準

監

督
署

家

族

法

ホ
ッ
ト

ラ
イ

ン
を
設

置

法
制
審
議
会
で
は
、
民
法
（
家

族
法

）
の
改
正
の
審
議
を
進
め
て

い

ま
す
。
今
回
の
審
議
の
対

象
は
、

夫
婦
の
別
姓
、
非
嫡
出
子
の
相
続

分
の

見
直
し
な
ど
で
す
。

家
族
法
の
改
正
に
当
た
っ
て

、

広
く
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め

、
法
務
省
で
は
専
用
フ

ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
３
月
3
1日
圏
午
後
５

時
ま
で

回
0
3－
3
5
9
2

－
7

7
8
6

番
（
法
務
省
民
事
局
）

蠢
市
民
課

心
身

障

害

者

就

職

支

度

金

対
象
市
内
在
住
で

身
体
障
害
者

手
帳
四
級
以
上
ま
た
は

療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て

い
て

、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
百
・
ろ

う
・

養
護
学

校
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
こ
れ

ら
の
学
校
を
卒
業
後
引

き
続
き
公

共
職
業
訓
練
施
設
で
の
研

修
を
終

了
し
て

六
ヵ
月
以

内
の
人

が
、
そ

の
ま
ま
同
一
事
業
所
に
六
ヵ
月
以

上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る
見
込
み

の
場
合
　

金
額
二
万
五
千
円

圉
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
、
公

共
職
業
安
定
所
ま
た
は

学
校
で

の
証
明
晝
（
用
紙
は
し
あ

わ
せ
課
で
用
意
）
、
印
鑑
、
銀
行
預

金
通
帳
を
持
っ
て
し
あ
わ
せ
課
給

付
係
へ

心

身

障

害

児

入

学

祝

い

金

対
象
市
内
在
住
で
、
今
年
小

学

校
に
入
学
す
る
身
体
障
害
者
手
帳

四
級
以
上
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い

る
児
童
の
保
護
者

金
額
五
千
円

圉
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳

、
印
鑑

、
銀
行
預
金
通
帳
を

持
っ
て

し
あ
わ
せ
課
給
付
係
へ

身

体

障

害

者

結

婚

祝

い

金

対
象
市
内
在
住
の

身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い

る
人

が
結
婚
し

た
場

合
　
金
額
一
級
～
四
級
＝
二

万
円

、
五
級
＝
一
万
円
、
六
級
＝

五
千
円
（
千
葉
県
と
千
葉
県
福
祉

協
会
か
ら
記
念
品
も
贈
ら
れ
ま
す
）

圃
戸
籍
謄
本
ま
た
は
婚
姻
届
受
理

証
明
書
、
住
民
票
ま
た
は
外
国
人

登
録
証
明
書
、
印
鑑
、
銀
行
預
金

通
帳
を
持
っ
て
し
あ
わ
せ

課
給
付

係
へ

３
月
１
日
～
７
日
は
建
築
物
防
災
週
間
で
す

期
間
中
、
市
で
は
病
院
・
デ
パ
ー
ト

ー
ホ
テ
ル
な
ど
の

特
殊
建
築
物
を
対
象
に
、
防
災
査
察
や
建
築
物
の
窓
ガ
ラ

ス
・
外
壁
な
ど
の
落
下
物
調
査
を
行
い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

黷
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

雇

用

保

険

の

一
部

が

改

正

雇
用
保
険
の
改
正
に
伴
な
い
、

４
月
１
日
か
ら
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
制
度
・
育
児
休
業
給
付
制
度

が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
対
象
と
な

る
人
は
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
・：
被
保

険
者
の
期
間
か
五
年
以
上
の
六
十

歳
か
六
十
五
歳
未
満
の
人
が
六

十
歳
時
点
の
八
五
％

禾
満
の
賃
金

で
雇
用

さ
れ
て
い
る
と
き

育
児
休
業
給
付
・
＝
被
保
険
者
の

人
が
一
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る

た
め
、
休
業
を
す
る
と
き
（
育
児

休
業
開
始
前
二
年
間
に
賃
金
支
払

基
礎
日

数
が
十
一
日
以
上
あ
る
月

が
十
二
ヵ
月
以
上

あ
る
こ
と
）

※
被
保
険
者
の
人

が
支
給
を
受
け

る
に
は
、
最
初
に
事
業
主
か
ら

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け

出
が
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
る
と

支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

蠢
千
葉
県
雇
用
保
険
課
四
0
4
3
－
2
2
3

1
2
7
7
5

番
ま
た
は
松
戸
公
共

職
業
安
定
所

四
4
8－
6
1
0
0

番

パ

ー

ト
（

看
護

婦

・

保

健

婦

）

募

集資
格
看
護
婦
（
准
看
護
婦
を
除

く
）・
保
健
婦
の
免
許
を
持

っ
て
い

る
人
　
年
齢
五
十

歳
代
ぐ
ら
い
ま

で
　

仕
事
の
内
容
各
種
検
診
や
訪

問
看
護
な
ど
の
看
護
業
務

、
健
康

相
談
な
ど
の
保
健
婦
業
務

圜

健
康
管
理
課
業
務
係
四
6
6－
7

4
8
7

番

臨

時

職

員

を

募

集

職
種
臨
時

給
食
調
理
員
・
若
干

名
　

勤
務
内
容
一
日
六
時
間
以
内
、

一
ヵ
月
十
日

程
度
　

貫
金
時
給
八

百
円
、
交
通
費
一
日
三
百
六
十
円

ま
で
　

場
所
市
内
の
小
学
校

惠
３
月
1
3日
囲

〔
消
印
有
胞

ま

で

に
、
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
郵
送
で

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根

杢
一
回

六
松
戸
市
教
育
委
員
会
総

務
課
(
B
6
6
1
7
4
6
0

番
）
へ

松
戸

市
美

術
展

覧
会

作
品

募
集

資
格
十
六
歳
以
上
の
松
戸
市
在

住
・
在
勤
・
在
学
お
よ
び
松
戸
市

出
身
者
　

種
目
日
本
画
・
洋
画
・

彫
塑
　

大
き
さ
日
本
画
・
洋
ｍ
▽
‐

Ｍ
十
号
（
五
三

惣
×
三
三
・
四
言

以
上
Ｆ
五
十
一
づ
（
一
一
六
・
七

惣

×
九
一
碧
）
以
内
　
彫
塑
＝
等
身

大
以
内
　

出
品
点
数
一
人
一
点

出
品
料
二
千
円
（
高
校
生
千
円

）

搬
入
５
月
1
3日

出
午
後
２

時
～
５

時
3
0分
の
間
に
馬

橋
支
所
二
階
会

議
室
へ

※
出
品

作
品
に
は
所
定
の
申
込
書

を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

※
絵
画
は
す

べ
て

額
装
（
ガ
ラ
ス

使
用
の
額
装
は
不
可

）
と
し
、

金
具
・
ひ

も
は
丈
夫
に
。

黯
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
四
6
6

－
7
4
6
2

番

休

日

土

曜

日

夜

間

歯

科

診

療

所

の

歯

科

衛

生

士

募

集

勤

務

場

所

・
時

間

休
日

上

曜
日

夜

間

歯

科
診

療

所
（
衛

生
会

館

内

）
、

午

後
７

時
3
0
分

～
1
1
1
1
時
3
0
分
　

受

付

期

間
３

月

６

日

㈲
～
1
7
日

金

肺

保
健

衛

生
課

庶

務

係

四
6
6
‐
7

4
8
2

番

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

嘱

託

職

員

募

集

仕

事

内

容
人

形

劇

や

紙
芝

居

な

ど

の

製

作

と
上

演
　

対

象
十

八

歳

か

ら

二

十

歳

代
の

女

性
　

募

集
人

員

若
干

名
　

勤

務
日

毎

週

火

～

金

曜
日

の

午

前
９

時
～

午

後
５

時

待

遇
時

給

七

百
三

十

円

、

賞

与

・

交

通
費

・

社

会

保
険

あ

り
　

面

接

３

月
1
4
日

㈹

午

前
1
0
時

か
ら
　

採

用
４

月

１

日

圃

３

衍

１１一
日

出

午

後
４

時

ま
で

に

、

履
歴

書

（
写

真

添
付

）
と

作

文
「
応

募
の

理

由

」
（

八
百

字
程

度

）

を

、

直

接

ま
た

は

郵

送
で

、
〒
2
7
0松

戸

市

新
松

戸

圉
ニ
・

ニ

膕
松

戸

市

お

は

な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン
(

ｆｔ
4
4－
3

0
3
7

番

・

火

～
土

曜

日

の

午

前

９

時

～
午

後

５

時

）

へ

引っ越しの日が決まりましたら、県営水道をご利用の人

は県水道局営業所に､市営水道をご利用の人は小金営業所

常盤平営業所に、早めに連絡しましょう。

届け出がないと、利用していない場合でも、使用中止

届け出があるまで基本料金がかかってしまいます。

賎県水道局松戸営業所酋68 一6141番　　領収書等で契約

市水道局小金営業所‘041-0430 番　| 先を確認の上、

市水道局常盤平営業所≪87-3596 番　連絡ください。

松
戸
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1）

各
種
講
座
の
ご
案
内

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1）
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
各
種
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

平
成
７

年
度
上
半
期
の
講
座
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

惠
受
講
申
込

書
に
料
金
を
添
え
て

、
当
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

※
取
り
消
し

、
変
更
は
、
講
習
開
始
日
の
一
週
間
前
ま
で
に

ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
降
の
取
り
・
消
し
は
費
用
を
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

黷

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
犬

テ
ク
ノ
2
1）
｀
4
9－
3
2
0
0

番

ワープ
ロパソ
コン講
座

講　座　名 日　　　　　畤 定員･費用

パソコン・ワープロ入門講座（1 ）
毎月２回程度
１週間のうち２日間り 日３時間

各６人
5,000円

パソコン・ワープロ
入門講座（２）

①毎月第１・２火曜日夜間
②毎月第１・２金曜日夜間

各２人
5,000円

パソコン・ワープロ
FM-OASYS

基礎講座

①4/171月)･20哨･21嚠･240 午後
②5/150月)･1泓苟･19廓･22回 午前
③６／１ホ･２愬･５§･ ６㈲　午前
④7/20 休･21鬯･24㈹･25㈲　午後
⑤９／７内･８愬･11§･14ホ　午後

各佃人

12.000円
(8,000円)

パソコン･ワープロ

FM-OASYS
応用講座

①4/25 ㈲･26(水)･27附･28樹　午後
②5/25W･26 哨･29㈲･30《火) 午前
③6/15PR･16白･19(月)･22Ⅲ　午前
④8  /28t月)･29(火)･30團･31Ⅲ　午前
⑤9/251月)･26㈲･27(水)･28困　午後

各10人

12,000円
(8,C)00円)

ワープロソフト

｢一太郎｣
入門講座

①４／５溂･６内･７愬･10(月) 午後
②5/8( 月)･９(火)･10(加･11附　午前
③6/6K トフ團･８困･９忠　午後
④7/20W･21 鬯･24(月)･25(火) 午前
⑤９／２･９　土曜日

各10人

12,000円
(8,000円)

表計算ソフト
Lotus1-2-3

却蓚 講座

①４／５冰)･６附･７愬･10(月) 午前
②5/20･27　 土曜日
③6/15 内･16宙･1朗)･22内 午後

④
７／５團･６ホ･７愬･1{X月) 午前

○８／７(月)･８吠)･９溂･10困　午後
⑥9/7M･ ８應･110･14困　午前

各10人
12,000円

(8,000円)

表計算ソフト

Lotus1-2-3
フォロ ー講座

①4/13W･14 刪　午前
②6/17　 土曜日
③6,/2明)･27(火) 午後
④7/14R･17( 月) 午前
⑤9/21M･22 宦　午前

各10人

6,000円
(4,000円)

表計算ソフト

Lotus1-2-3
応用講座

①4/20困･21愬･24(月)･25㈲　午前
②7/1 ・8　土曜日
③7/26C水)･27附･28宙･31(月) 午後
④9/25(1月)･26(火)･27團･28内 午前

各10人

12,000円
(8,000円)

小学生対象
親子パソコン教室

①6/10
山　午前

②6/24C土） 午前
③8/8C 火卜９團･10困 午前
④8/25R　 午後
⑤8/26C士） 午前

各10組1日コース
3,000円

3日間コース
9,000円

※午前＝午前９時30分～午後〇時30分、午後二゛1時3〔}分～４時3C)分
夜間＝午後６時3〔}分～８時3〔)分、土曜日＝午前９時册分～午後４時3C}分
各コースともテキスト 代2,000円 がかかります。

講　座　名 日　　　　　時 定員･費用

パソコン講座
使用機種：マッキン
トッシュLC630

4/11(火)･12溂･la火)･19圉 ①午前 ②午後
5/16C火)･17團･23吠)･24圉 ③午前 ④午後

6/13C火)･14氓･20㈲･21圉 ⑤午前 ⑥午後
7/11C火)･12(水)･18M･19團 ⑦午前 ⑧午後

各３人

12,000円

※午前＝午前９時30分～正午、午後＝午後１時30分～４時

各コースともテキスト 代2,000円 がかかります。

※
申

込
受
付
は
原
則

と
し
て
先
着
順
で
す
。

費
用

の
う
ち
（
　
）
内

は
会
員
事
業
所
ま
た
は
団
体
会
員

の
メ
ン

バ
ー

の
場
合
で
す
。

講
座
に
よ
っ
て
は
、
記
載
し
た
費
用
の
ほ
か
に
教
材
費
等
が
か
か
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

講
師
の
都
合
等
で
日
程
の
変
更
、
ま

た
は
受
講
者
が
少
な
い
場

合
は

講
座
を
開
講
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆・検定受

験講座 講　座　名 日　　　　　時 定員･費用

日商簿記３級
受験講座

4/10～5/31 の毎週月･水･金曜日(全20回)

午前９時30分～11時30分

認人

20,000円
(15,000円)

日商簿記２級

受験講座

4/7 ～10/27の毎週金曜日(全22回)

午前９時30分～11時3C}分

笥人

24,000円
(20,000円)

宅地建物取引主任

者資格取得講座

4/6 ～7/31 の毎週月･木曜日(全32回)
午後６時30分～９時

25人

45,000円
(35,000円)

教養講
座

講　座　名 日　　　　　時 定員･費用

日常英会話初級

（1 ）

4/7 ～6/30 の毎週金曜日(全12回)
午前10時～11時30分

20人
20,000円

日常英会話初級
(２)

4/6 ～6/29 の毎週木曜日(全12回)

午前10時～11時30分

20人

20,000円

日本画初心者入門

講座

４／４～９／５の毎月第１ ･３火曜日

（全佃回） 午前10時～11畤30分

15人

15,000円

男の料理教室
４／８～９／９の毎月第２土曜日(全５回)

午後２時～４時

20人
15,000円

気功・太極拳入門

講座

4/5 ～7/26 の毎週水曜日(全巧回)

午後フ時～８時30分

35人

15,000円

ヨーガ入門講座
4/7 ～6/30 の毎週金曜日(全12回)
午前10時30分～正午

20人
12,000円

創作文入門講座
4/8 ～6/24 の毎週土曜日(全10口)

午後２時30分～４時30分

15人
10,000円

フラワーデザイン

入門講座

4/6 ～6/29 の毎週木曜日(全12回)
①午後1 時～３時

②午後６時30分～８時30分

各20人

36,000円

水道



※
タ
イ
ト
ル
が
色
刷
り
の
も
の
は
、
市
の
主
催
で
す
。

松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ

ー
管

弦

楽

団

定

期

演

奏

会

３

月
2
6
日
収

午

後
２

時

開
演

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
内
容
モ

ー

ツ

ァ
ル
ト
交
響
曲
第
三
十
一
番
・

シ
ベ
リ
ウ
ス
交
響
曲
第
二
番
ほ
か

費
用
千
二
百
円
（
前
売
り
千
円
）

固
笠
村
音
4
4－
1
4
1
8

番

県

立

鎌

ヶ

谷

高

校

吹

奏

楽

部

定

期

演

奏

会

３

月
1
8日
出
午
後
３
時
3
0分

開

演
　

会
場
船
橋
市
市
民
文
化
ホ
ー

ル
　

曲
目
仮
面
舞
踏
会
・
ア
メ
リ

カ
ン
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
　
費
用

無
料

圜

鎌
ヶ
谷
高
校
・
池
田
容
0
4
7

4－
4
4－
2
1
7
1

番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

３

月
1
5日
困
午
後
１
時
～
４

時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

茴
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
久
保

田
昔
4
1－
8
2
7
9

番

お

話

し

会

「

子

ど

も

を

追

い

つ

め

な

い
で

」

３
月
2
5日
出

①
午
後
１

時
3
0分

～
４

時
3
0分

②
午
後
６

時
～
９
時

会
場

勤
労
会
館
　
内
容

不
登
校
を

経
験
し
た
若
者
が
参
加
　
費
用
八

百
円

醋
松
戸
登
校
拒
否
を
考
え

る
会
・

増
山
容
4
4－
0
7
8
8

番

松

戸

東

・

西

・

中

央

・

北

子

ど

も

劇

場

高

学

年

例

会

３

月
1
7
日

廁

午

後
６

時
3
0
分

～
８
時
3
0分
　
会
場
三
郷
市
文
化

会
館
　

内
容
劇
団
コ

ー
ロ
「
私
か

私
と
出
会
う
時
」
　

費
用
三
千
五

百
円

問
松
戸
北
子
ど
も
劇
場
事
務
所
・

藤
田
登
4
7－
4
4
4
6

番

ス

プ

リ

ン

グ

コ

ン

サ

ー

ト

（

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千

葉

放
送
公
開
録

音
）

３

月
2
3
日

困

午
後
６

時

開
演

会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1
　
出
演
島
田

歌
穗
・
ニ

ュ
ー
フ
ィ
ル
（

Ｉ
モ
ニ

ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉
・
市
川
市

立
南
行
徳
中
学
校
合
唱
部
　

費
用

無
料
　

定
員
千
五
百
人
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

惠
３
月
1
4日

㈹
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に
（
一
枚
で

二
人
ま
で

）
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松
戸

市

千
駄
堀
六
四
六
－

四
森
の
ホ
ー
ル

2
1内
「
ス
プ
リ
ン

グ
＆
メ
モ
リ
ア

ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
係
へ

固
聯
松
戸
市
文
化
振
興
財
団
容
8
4

1
2
2
2
1

番

リ

ン
リ

ー

ズ

フ

ァ

ミ

リ

ー
コ

ン

サ

ー

ト

３
月
1
2日
㈲
午
後
２
時
～
４

時

会
場
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
（
松
戸
駅
ビ

ル

）
ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
　

費
用

無
料

鬩
浅
井

登
6
7－
8
6
1
3

番

あ

や

ち

ゃ

ん

の

贈

り

物

展

３

月
2
1日
前
～
2
6日

㈲
、
午
前

1
0時
～
午
後
６
時
（
2
1日
は
午
後

２
時
か
ら
、
2
6日
は
午
後
５
時
ま

で
）
　

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　

内
容

白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
児
童
の
絵

画
展
　

費
用

無
料

閲
千
葉
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
会

松
戸

支
部
・
田

中
登
4
1－
5
4
0

4
番

テ

ク

ノ

寄

席

３

月
1
8
日

出

午
後
２

時
開

演

会
場
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
テ
ク
ノ
2
1
）
　
内
容
マ

ジ
ッ

ク
＝
マ

ギ
ー
隆
司
氏
、
落
語
＝
お

い
け
家
金
魚
氏
ほ
か
　

費
用

無
料

鬩
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

（
テ
ク
ノ
2
1
）≪
4
9
1
3
2
0
0
番

お
は

な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン

期　日 会　　　　　　場 時間 形態 費用

3/8 團 図書館 本館 ※
午
後
３
時
Ｓ
４
時

零
－パ
ン

無

料
９附 新松戸市民センター

10廊 馬橋東市民センター

対象３～９歳　※8日は午後３時と４時から開貭
でんわおはなしキャラバン昔ZZ－0000番

鬩
市
立
図
書
館
容
6
5
－
5
1
1
5

番映

画

上

映

会

「
先

生

あ
し

た

晴

れ

る

か

な

」

３
月
1
2日
収
午
前
1
0時
～
正

午

と
午
後
１
時
～
３

時
（
二
回
上

映
）

会
場
矢
切
公
民
館
　
費
用
五
百
円

固
浅
井
昔
6
4－
6
3
5
6

番

江

戸

川

の

写

真

展

３

月
2
0
日

㈲

午

後
１

時
～
５

時
、
2
1日
聡
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
2
3日
困
午
前
９
時
～
午
後
３

時
　

会
場
市
川
市
文
化
会
館
　
内

容
松
戸
在
住
の
林
良
一
氏
撮
影
の

写
真
展
　

費
用
無
料

固
江
戸
川
を
守
る
会
事
務
局
（
公

害
課
内
）

音

楽

の

広

場

３

月
1
4囗
㈹
午
後
１

時
3
0分
～

３
時
3
0分
　
会
場
市
民
劇
場
　

費

用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円
（
初

回
の
み

）

醴
矢
切
公
民
館
昔
6
8－
1
2
1
4

番
休

診

の

お

知

ら

せ

３
月
2
0日

㈲
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
東
松
戸
病
院
泌
尿
器
科
外

来
は
休
診
し

ま
す
。

蠢

福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
東
松
戸

病
院
総
務
課
酋
9
1－
5
5
0
0

番

春

の

高

山

祭

と

旧

中

山

道

の

宿

場

を

訪

ね

て

４
月
1
4日

窗
午

後
９

時
松
戸
駅

西
ロ

デ
ッ
キ
集
合

、
1
6日

収
帰
着

定
員
先
着
四

十
人
　

費
用
三
万
四

千
五
百
円
（
往
復
バ
ス
代
、
一
泊

三

食
代
含
む
）

圃
電
話
で
松
戸
工
業
連
合
会
文
化

活
動
協
力
会
・
上
野
昔
6
3－
4
3

7
4
番
（
平
日
の
午
後
１

時
～
５

時
）
へ

保
健
・
衛
生

三

歳

児

健

康

診

査

３

月
７
日
㈹
・
1
4日
㈹
　

対
象

平

成
３

售
1
1
1
1

一
月

生

ま
れ
の

幼
児

会
場
松
戸

保
健
所

汰
該
当
者
で
健
康
診
査
票
が
届
か

な
い
場
合
は
バ

ガ
キ
に
左
記
の

記
入
要

領
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

松
戸
市
小
根
本
七
松
戸
保
健
所

三
歳
児
健
診
係
へ

醴
松

戸

保

健
所

保

健

指

導
課
｛
一一
6
1

－
2
1
2
1

番

健康保険証

を忘れずに

春

休

み

子

ど

も

映

画

大

会

３

月
2
9日
困
、
午
前
1
0時
～
正

午
と
午
後
２
時
～
４

時
　
会
場
市

民
劇
場
　
内
容
二
十
四
の
瞳
・
六

人
の
ご
う
け
つ
　

定
員
各
回
先
着

三
百
三
十
二
人
　

費
用
無
料

圉
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
午
前
午
後
の
別
・
希

望
人
数
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八
七
－

五
松
戸

市
役
所

こ
ど
も
課
育
成
係
へ

ジ

フ

テ

リ

ア

第

三

期

予

防

接

種

３

月
1
0
囗

窗

午

後

１

時
1
5
分

～

２

時
3
0
分
　

会

場

中

央

保

健
セ

ン

タ

ー
　

対

象
昭

和
5
7
年
４

月

２

日

～
5
8
年
４

月
１

日

生

ま

れ
で

、

平

成
６

年
1
0
月
か

ら

１１
一
月
に

各
小

学

校
で

実

施
で

き

な

か

っ

た
人

固

保
健

衛

生

課

予
防

係

容
6
6
1
7

4
8
3

番

療

育

相

談

３

月

９

日

困

午

後
１

時

～
１

時

3
0分
受

け

付

け
　

会

場

松

戸

保

健

所
　

対

象
乳

児
の

股
関

節

脱
臼

検

診

未
受

診
者

、

整
形

外

科

学

領

域

の

診

察

・
相

談

等

を

希
望

す

る

十

八

歳

未
満

の

人

圉

電

話
で

松

戸

保

健
所

保

健

指

導

課

昔
6
1－
2
1
2
1

番

へ

◆テレホン案内サービス…………Q66-0010 番

平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………Q68-3756 番

衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番
衛生会館内・午後８時～11時

‐‘

Ｉ

※
月
曜
日
は
休
館

31
廁

30
困

29
(水)

28

(火)
26
(日)

23
困

21
吩

19

(日)
18
圉

12
臼

11
圉

３
／
５臼

期

日

市
立
松
戸
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

春
休
み
親
子
平
和
絵
画
鑑
賞会

春
休
み
こ
ど
も
映
画
大会

フル

｜
卜
演
奏
会

市
立
第
六
中
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
演
奏
会

ピ

ア

ノ

エ

レクトーン発

表

会

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

ピ
ア
ノ
発
表
会

日
本
舞
踊
発
表
会

ピ

ア

ノ

発

表

会

ピ

ア

ノ

発

表

会

ピ

ア

ノ

発

表

会

ピ

アノ

発

表

会

内

容

16

●●
00

14

●●
00

1 ∠凵0

●● ●●
00 00

17

●●
00

匐

●●
30

10

●●
45

18

●●
00

9

● ●

3 0

竹

●●
00

13

●●
00

鬪

●●
30

憫

●●
00

諂

●●
00

開
演
時間

※

月

曜

日

は

休

館

○

開

館

時

間

午

前

10

時

Ｓ

午

後

６

時

28

(火)
Ｓ
４
／
２
旧)

21

睨S

26旧）

14

(火)
S
19
(日)

３

／

７

(火)

S

12

(日)

期

間

月
影

会
日
本
画

展

覧
会

95松

戸
あ
ひ

る
会

絵
画
展

白

血

病

で

逝

っ

た

小

さ

な

画

家

「あ

や

ち

ゃ

ん

の

贈

り

物

展

」

松

戸
水
彩
会
作
品

展

21
世

紀
松

松戸ペ
ン

展

華
墨
会
水
墨
画
展

明
第

一
地
区
子

ど

も
会
作
品
展

内

容

西 東
期
間

陶
芸
ク
ラ
ブ清

窯
会

「
作
品
展
」

第
二
回
日
本
画
サ
ー
ク

ル
　

ふ

き
の
と

う
「
作

品
展
」 ３

／
1
7廁
ま
で

松

戸
川

柳
会

「

作
品
展
」

日

野
礼
子
（
パ
ス
テ
ル
画

孫
田

瑞
月
（
書

・
俳
句
）

「

姉
妹
展
」

1
8圉
～
3
1廊

寿
墨
会

「

水
墨
画
展
」

県
展
入

賞
作
品
展

４
／
１
圉
Ｓ
1
4廊

入

館
時
間
・：
午
前
９
時
3
0分
～

午
後
４

時
3
0分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入

館
料
：
・
大
人
六
十
円

こ
咼
大

学
生
四
十

円
・
小
中
学
生
二
十
円

通
　

常
　

展

期
　
　
　

間

「
戸

定
邸
で

の
く
ら
し
」
Ｉ

絵
画

・
工
芸

品
を
中
心
に
ー

内
　
　
　

容

入
館
時
間
：
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0分

※
月
曜
日
は
休
館

物し催 示展

期
　
　

間

隰
当
日

会
場
で
　

定
員
：
・
先

着
2
5人
　

費
用
：
・
無
料
　

※
雨
天
中
止

2
5田

午
前
1
0時
～

正
午

2
1睨
～
2
6臼

３
／
８
圉
～
1
9
剛

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
「
林
や
水
辺
の
鳥
」

講
師
・
：
み
ど

り
の
相

談
員
・
首
藤
美
恵
子
氏

「
野
鳥
の
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
入

選
作
品
展
」

ま
つ
ど
街
と
水
辺
の

緑
化

基
金

企
画
展
「
ハ
ー
ブ
展
」

企
画
展
「
つ
ぱ

き
展
」 内

　
　
　
　
　

容

催
し

物

21世紀の森と広

場

パークセンター

戸定
歴史館

松戸駅市民

ギャラリー

文化ホール
ギャラリー 市民劇場

市民

会館

見

に

行

こ

う

聴

い

て

み

よ

う

文
化
施
設
だ
よ
り

※

月

曜

日

は

休

館

○

４
／
１
田

期

日

県
立
小

金
高
等
学
校

定
期
演

奏
会

内

容

怖

●●
00

開

｜

救急医療

体制

情報

チャンネル



国

際

家

族

年

関

連

事

業

「
今

拓

（

ひ

ら

）

か

れ

た

家

族

自

立

と

共

生

の

時

代

へ

」

３

月
2
6日
収
午
後
２

時
～
３

時

3
0分

会
場

青
少
年
会
館
　
講
師

エ

ッ

セ
イ

ス
ト
・
落

合
恵
子

氏

定
員
九
十
人
　
費
用
無
料

圉

電
話
で

、
青
少
年
会
館
本
館

話

し

方

講

座

３

月
1
4
日

～
５

月
1
6
日

の

毎
週

火

曜
日
（
３

月
2
1
日

を

除

く
）
、
午

後
６

時
3
0
分

～
９

時
　

会

場

明

市

民
セ

ン

タ

ー
　

講

師
元

千

葉

大

学

教

授

・
金

光

達

太

郎
氏
　

費

用
八

千
円

（
教

材

費

含
む

）

固
Ｈ

Ｒ

松

戸

話
し

方
研

究

会

・
田

村

登
4
5－
8
1
5
0

番

講

座

・
講

演

図

書

館

日

曜

市

民

講

座

。

「
日

本

文

化

の

中

の

う

る

し

Ｉ

出

土

資

料

か

ら

見

て

Ｉ

」

３

月
1
9
日
旧

午

前
1
0
時

～
正

午

会

場

市
民

会

館
　

講
師

国

立
歴

史

民

俗

博

物
館

・

永

嶋
正

春

氏
　

定

員

先

着
六

十

人
　

費
用

無

料

匣
３

月
７

日

内

午

前
９

時

か
ら

、

電

話
で

市
立

図

書

館

容
6
5－
5
1

1
5

番
へ

魔

法

の

一

本

針

手

編

み

講

習

会
３

月

①
1
7
日

窗

②
2
3
日

困

、

各

午

前
９

時
～

正

午
　

会
場

①
常

盤

平

市

民

セ
ン

タ

ー
別

館

②
小

金

原

市

民

セ
ン

タ

ー
　

内

容

基

礎
編

み

と

袋

物
　

費
用

二

千

五
百

円

（
材

料
費

込
み

）

固

編

物

文

化

協

会

・

安

達

音
4
3

－
6
8
9
8

番

シ

ル
バ
ー

社

交

ダ

ン
ス

講

習

会

４

月

～
６

月
の

第
一

圭

二
月

曜

日

、
午

後
Ｏ

時
1
5
分

～
１

時
1
5
分

会

場

馬

橋

市

民
セ

ン

タ

ー
　

対

象

六

十

歳

以

上

の
人
　

費

用

無

料

圀

舞
夢

馬

橋

ダ
ン

ス

サ

ー

ク
ル

・

平

野
｛
一一
4
4－
1
9
2
1

番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会３

月
1
8
日

出

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会

場

青
少

年

会

館

樋

野
口

分

館
　

対

象
十

五

歳
以

上

の
人
（
三

十

歳

未

満
の

人

を

優

先
）

定

員
先

着
二

十

人
　

費
用

無

料

圃

電

話
で

青

少

年

会
館

本

館
｛
一一
4
4

1
Q
｝［
Ｄ
に
りａ
ｕ
番
へ

野

鳥

講

演

会

３
幵
1
1
1
1

日
出
午
後
２

時
～
４

時

会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー
　
講
師
叶

内
拓
哉
氏
　

費
用

無
料

固
聯
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
昔
4
5－
9
8
4
6

番

新

松

戸

山

口
　

一

樹

さ
ん

フ ィ リ ピ ン　 マ ニ ラ

大

学

の

卒

業

旅

行

先

で

の

こ

と

。

現

地

で

仲

良

く

７

つ

た

友

人

が

、

自

宅

に

招

い

て

く

れ

ま

し

た

。

「
屋
台
で
買
っ
て
き
た
ん
だ
け

ど

、

ぜ

ひ

食

べ

て

み

て

」

そ

う

言

っ

て

差

し

出

さ

れ

た

の

は

「
ゆ
で
卵
」
。
「
は
て
？
」
と
思

い

７

が

ら

殼

を

む

く

と

、

何

と

ひ

よ

こ

の

頭

が

姿

を

現

し

ま

し

た

。

そ

にれ

は

「

ひ

よ

こ

入

り

ゆ

で

卵

」

だ

っ

た

の

で

す

。

胃

が

喉

か

ら

ひ

っ

く

り

返

っ

て

出

て

き

そ

う

７

気
分
で
し
た
が
、
友
人
の
好
意
に

も

逆

ら

え

ず

、

ま

た

、

異

文

化

を

体
験
す
る
貴
重
な
機
会
か
と
思
い
、

必

死

に

食

ら

い

っ

き

ま

し

た

。

味
の
方
は
意
外
に
も
絶
品
で
し

た

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

に

行

っ

た

際

は

、

ぜ

ひ

食

べ

て

み

て

く

だ

さ

い

。

あ
な
た

の
旅
の
思
い
出
を
、
写

真
に
二
百
字

程
度
の
文
章
を
添
え

て
広
報
課
へ

お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

春

休

み

天

文

教

室

「

自

作

望

遠

鏡

で

ス

バ

ル

を

見

よ

う

」

３

月
2
5
日

出

午

後
６

時
～

８

時

3
0分
　

会

場
市

民

会

館
　

対

象

小

学
校

高

学

年
以

上

の

人
　

費
用

工

作
を

す

る
人

の

み

材

料

費
二

千

五

百

円

定

員

四

十

人

（

申
込

多

数

の

場
合

は

抽
選

）

惠
３

月
1
5
日

困

必

箝
で

、

往

復
（

ガ
キ

に

保

護

者
氏

名

・

住

所
・

電

話
番
号
・
参
加
人

数
・
製
作
台
数
を

明

記
し

て

、

〒
2
7
1松
戸

市

松

戸
一

三

八

九
－

一

松

戸

市
民

会

館

プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

係

（

容
6
8－
1
2
3
7

番

）
へ

文 化 ホ ール ・ 自 然 科 学 講 座

日　程 時　　間 テーマ　・　講師

3 /12(日)

午前10時

～午後３時

※午後は江戸川

で観察会

｢あなたも身近な野鳥の名前が

分かるようになる｣

山階鳥類研究所・杉森文夫氏

3 /19旧）

午前10時～正午
｢あなたも発明家になれる｣

松戸発明ひラブ・柴田麦親氏

午後１時～３時

｢食品中・環境中における農薬

の運命｣

千葉大園芸学部教授・本山直樹

氏

3 /21睨 午後ｑ時～３時

｢ダニを食べるダニの話｣

干葉大園芸学部助教授・天野洋

氏

ス
ポ
ー
ツ

三

歳

児

親

子

体

操

教

室

４
月
1
5日
～
７
月
１
囗
の
毎
週

土
曜
日
〔
４
月
2
9日
、
６
月
1
0日
を

除
く
、
全
十
目

、
午
前
1
0時
～
正

午
　

会

場
運

動
公

園
小

体
育
室

対
象
市
内
在
住
の
三

歳
児
（
平

成

３

年
４
月
２
日
～
９
月
3
0日
生
ま

れ
）
と
親
　

定
員
三
十
組

吊

込
多

数
の
と
き
は
抽
選
）
　
　費
用
無
料

惠
３

月
1
5日
水
必
着
で

、
往
復
（

ガ
キ
に

住
所
・
親
子
の
氏
名
・
フ

リ
ガ
ナ
・
電
話
番
号
・「
親
子
体
操

教
室
受
講
希
望
」
と
記
入
し
て

、

〒
2
7
1松
戸

市
上
本
郷
四
四
三
四
運

動
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ
課
（
C
6
3
1
9

2
4
1

番
）
　へ

硬

式

テ

ニ

ス

少

年

団

４
月
～
幵一
月
の
毎
週
日
曜
日
、

午
前
８

時
止

扣
時
　

会
場
金
ヶ
作

公
園
庭
球
場
　
対
象

小
学
校
三
～

六
年
生
三
十
人
（
抽
選
）
　
費
用

年
一
万
四

千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

匣
３
月
1
6日
困
ま
で

に
、
（

ガ
キ

に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0

松

戸

市

常

盤

平

一
－

二

六
１

一

上
（

Ｉ
○
谷
貞
次
（
音
8
5－
9
3

4
2
番
）
　へ

中

高

齢

者

水

泳

教

室

４
月
７
日
～
2
8日
の
毎
週
火
・

金
曜
日

筌

七
回
〕
、午
後
３

時
～

５

時
　
会
場

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー

屋
内
プ
ー
ル
　

対
象
五
十
歳
以
上

の
人

定
員
四
十
人
（
申
込
多
数

の
と
き
は
抽
選
）
　
費
用

無
料

兩
３
月
1
5日
水
必
着
で

、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
フ
リ
ガ
ナ
・

年
齢
・
電
話
番
号
・「
中
高
齢
者
水

泳
教
室
受
講
希
望
」
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
1
松
戸
市
上
本
郷
四
四
三
四
運

動
公
園
内
ス

ポ
ー
ツ
課
（
昔
6
3－

9
2
4
1

番
）
　へ

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

教 室 名 日　　 時 会　　 場 問い合わせ

ラージボール

卓球教室

３／恨 日）

午前 ９時

～正 午

新 松戸 西

小 学校

体 育指導委員･
香 川
S43-5580 番

グラ ウンド ゴ

ルフ教 室

体 育指導委員･
木下
S45-3429 番

インディアカ

教室

体育指導委員･
梶野
O42-2602 番

ソフト バレ ー

ボ ール教室

新 松戸 北

小 学校

体育指導委員･
小 林
S45-3685 番

費用…無 料　 惠当日会場で

費用…無料　 定員 …各講座とも20人（ 先着）

惠電話で文化ホー ル≪67-ｱ810 番 へ

※3 ／12の 講座は、双眼鏡と昼食を 持参し てく ださい。

野

球
ル
ー
ル
審

判
技

術

講

習

会

３
月
1
9日

㈲
午
前
９

時
～
午
後

４

時
　
会
場
運
動
公
園
武
道
館
会

議
室
・
野
球
場
　
費
用
二
千
五
百

円
（
昼
食
代
を
含
む
）

惠
当
日
会
場
で

鬩
松
戸
市
野
球
協
会
・
高
野
昔
4
1

－
9
6
4
3

番

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

４
月
１
日
～
６
月
2
4日
の
毎
週

土
曜
日
、
午
前
８

時
～
９

時
4
5分

会
場
中
央
公
園
庭
球
場
　

対
象
市

内
在
住
・
在
勤
の

初
心
者
七
十
人

命

込
多
数
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
九
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

匣
３
月
1
5日
困
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

返
信
用

あ
て
名
を
記
入
し
て

、
〒

2
7
0
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱

匸
一
号

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
へ

鬩
平
木｛
一一
4
8－6
7
8
4

番

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

少

年

団

４

月
Å

１１
月
の
毎
週
日
曜
日

、

午
前
８

時
～
1
0時
　
会
場

①
栗
ヶ

沢
公
園
庭
球
場
②
金
ヶ
作
公
園
庭

球
場
　
対

象
小
学
校
三
～
六
年
生

費
用
入
会
金
二
千
円
・
年
会
費
一

万
円
（
保
険
料
を
含
む
）

圃
３
月
1
2日
㈲
午
前
1
0時
か
ら
、

①
②
の
各
会
場
で

受
け
付
け

固
小
山
昔
4
5－
1
8
5
9

番

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
）・
第
四
金
曜
日
は
休
館

入
館
時
間
：
・
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分

観
覧
料
：
二

般
三
百
円
・
高
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中
学
生
百
円

2
6日
ま
で

1
9 日

午
後
１
時
3
0分
か
ら

３
／
3
1廊
ま
で
午
後
１
時
・

３
時
か
ら
6
0分
間
（
土
・
日

・
祝
日
は
午
前
1
1時
か
ら
も

上
映
）

期
　
　
　
間

田
中
寅
三
展
－

松
戸
に
根
を
お
ろ
し
た
白
馬
会
の
画

家会
場
：
・
博
物
館
企
画
展
示
室
　
観
覧
料
：
二

般
三
百

円
・
高
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中
学
生
百
円
（
博
物

館
常
設
展
示
観
覧
料
は
別
）

※
毎
週
金
曜
日
午
後
２
時
か
ら
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ヤ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

学
芸
員
定
期
講
演
会
「
板
碑
の
話
」

費
用
・：
無
料

会
場
・：
博
物
館
講
堂
　
定
員
：
・
当
日
先
着
八
十
人

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
「
大
英
博
物
館
／
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
の
美
」（
観
覧
無
料
）

※
４
／
１
出
か
ら
は
「
シ
リ
ア

ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

十
字
路
」（
2
0分
）
を
上
映

内
　
　
　
容

ルーホ小 ル
ーホ大

期
　
日４

㈲

４
／
２
臼

3
1廁

3
0困

2
9團

2
6目

2
4剛

2
1睨

口
廊

1
2日

1
1圉

３
／
７
㈲

２
日

４
／
１
田

3
0困

2
6目

2
5国

1
9日

1
6困

1
2Ｈ

３
／
1
1山

葵
舞
踊
ま
つ
り

板
橋
良
江
き
4
7・
８
６
２
３
番

ム
ジ
カ
ソ
ナ
ー
レ
ス
プ
リ
ン
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

笠
村
道
子
昔
4
4・
１
４
１
８
番

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

渡
部
清
子
容
4
1・
８
２
２
８
番

松
戸
国
際
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

松
戸
国
際
高
校
昔
8
6・
０
５
６
３
番

着
物
か
ら
洋
服
に

ア
ト
リ
エ
モ
ー
ト
ン
A
S
A
K
O
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

中
村
朝
子

一`
4
2・
２
０
５
０
番

ピ
ア
ノ
発
表
会

小
谷
紀
代
美
音
4
1・
５
５
０
１
番

才
能
教
育
干
葉
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
卒
業
演
奏
会

永
澤
ぇ
い
子
<
3
6
8
・
９
２
９
４
番

ジ
ヨ
イ
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

カ
ル
チ
ヤ
ー
ラ
イ
フ
柏
雲
０
４
７
１
・
6
4・
１
６
６
４
番

和
名
ヶ
谷
中
吹
奏
楽
部
関
東
大
会
三
回
出
場
記
念
演
奏
会

和
名
ヶ
谷
中
学
校
昔
9
1・
１
８
１
８
番

松
戸
民
演
連
盟
発
表
会

松
戸
民
演
連
盟
･

３
５
７
２
番

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

高
井
滋
陽
バ
リ
ト
ン
リ
サ
イ
タ
ル
☆

松
戸
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
む
会
酋
6
2・
３
ア
ア
５
番

リ
ュ
ー
ボ
フ
チ
モ
フ
エ
ー
エ
ワ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
☆

労

音

東

葛

セ

ン

タ
ー
ａ
6
5

・
９

９

１

１

番

琴
伝
流
千
葉
県
大
会
　
大
正
琴
発
表
会

林
万
里
子
昔
０
４
７
１
・
8
8・
８
９
１
６
番

と
き
わ
平
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会
☆

加
藤
真
理
子
昔
8
4・
６
０
７
９
番

松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
演
奏
会
☆

笠
村
道
子
音
4
4・
１
４
１
８
番

札
幌
交
響
楽
団
演
奏
会
☆

松
戸
市
文
化
振
興
財
団
昔
8
4・
５
０
５
０
番

日
本
選
手
権
競
輪
（
松
戸
ダ
ー
ビ
ー
）
前
夜
祭

日
本
選
手
権
競
輪
開
催
事
務
局
雲
6
0・
１
３
１
１
番

加

藤

登

紀

子
コ

ン

サ

ー

ト

☆

「
T
h
a
n
k
s
 
f
o
r
 
t
h
e
 
3
0
t
h
 
a
n
n
i
v

e
r
s
a
r
y
」

文

化
放

送
ち
け
つ

と

ぽ
１

と

酋
0
3
・
３
３

５
７

・
１
１

１
１

番

講
演
と
映
画
チ
ャ
リ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
贈
呈
式

「
戦
争
と
青
春
」

東
曷
優
秀
映
画
舞
台
芸
術
鑑
賞
会
酋
8
7・
５
０
６
５
番

谷
村
新
司
コ
ン
サ
ー
ト
B
L
A
C
K
 
A
N
D
 
B
L
U
E

キ
ヨ
ー
ド
ー
ロ
ツ
ケ
ン

雲
脚
・
８
５
７
・
９
９
０
０
番

催
　
し
　
物
（
☆
印
は
有
料
）

読
売
日
本
交
響
楽
団
　
親
と
子
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
☆

読
売
日
本
交
響
楽
団
讐
0
3
・
３
８
２
０
・
５
８
４
１
番

１

。０

１
・
０

1
4一
ｍ
一

３
・
０

１
・
０

７
・
０

１
・
３

４

・
０

１

・
０

（
１１／
」

・

０

１

・

３

３

・

０

１

‐

０

Ｏ

・

０

１

・

３

３

・

０

１

・

３

７
・
０

１
・
３

1
0一
ｍｗ

４

・
０

１

・
０

９

・

０

１

１

０

４

・

０

１

‐

０

９
一
3
0

４
・
０

１
・
０

４
・
０

１
・
０

广｛
．）
・

Ｏ

１

・

０

４
・
０

１
・
０

８

・
０

１

・
３

９

一
4
5

３

・

０

１

・

０

８

・

广
り
）

１

・

１

８
・
０

１
・
３

開
演
時
間

森のホール21
市 立 博 物 館



池田真理子さんが

国立科学博物館長賞に

ま
つ
ど
歴
史
点
描小野遺跡出土帯金具

「始めたばかりなのに受賞するなんて、びっくりして

しまって」と言うのは、植物画コンクール（国立科学博

物館主催）中・高生の部で、第２位に当たる国立科学博

物館長賞を受賞した池田真理子さん（六実在住）。

受賞作は、校庭にあったハナミ ズキを、生物の先生の

助言をもとに、自分でも勉強しながら９ヵ月がかりで描

き上げたもの。

絵を描くのは小さいころから好きだったという真理子

さん。もっと勉強したいと笑顔で話していました。受賞を 喜ぶ真理子さん（中学１年 ）

右上は受賞作の「ハナミ ズキ」

この帯金具は、古代の役人が身に付けたもので、これが

出土した小野遺跡（胡録台）は、その後の調査でさまざま

な事実が確認されました。

小野遺跡は数百軒の家や倉庫で構成された82,000m にも

及ぶ大規模な村で、出土した遺物にも仏教的な意味合いを

持つものが多くあることが分かりました。特に、「得度」な

どを意味する「得」の文字が書かれた土器などから、周辺

にお堂のような寺があったと考えられています。このよう

な寺を持つ遺跡には国府や郡家などとの関係を示す例も多

く、小野遺跡の帯金具もこのような国府と関係する遺跡の

性格を表しているのかも知れません。　　　（市立博物館）

えっ！
江戸にかまくら？

松戸にかまくらが出現しまし

た。これは市内のデパートで、

２月18日・19日の両日に行われ

たイベント の中でのこと。

秋田から運ばれた約20％の雪

で作られたかまくらの出現に、

集まった人たちはびっくり。

さっそく子どもたちがさわったり、中に入

ったりして大喜びで遊んでいました。

姉
妹
都
市
ボ
ッ
ク
ス

ー
ヒ
ル
市
が

ホ
ワ
イ

ト

ホ
ー

ス
市

に

ホワイト ホース市

身近な街の話題をお寄せく ださい。

問広報課

昭
和
4
6年
に
本
市
と
姉
妹
都
市
を
提

携
し
て
以

来
、
活
発
な
交
流
が
続
け
ら

れ
て
い
る
オ
ー・
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ボ
ッ
ク

ス

ーヒ
ル
市
が
、
昨
年
1
2月
に
東
隣
の
ヌ

ナ
ワ

デ
ィ
ン
グ
市
と
合
併
し
、
人
口
十

四
万
三
千
人
、
面
積
六
十
四
平
方
ｷ
ﾛ
の

ホ
ワ

イ
ト
ホ
ー
ス
市
と
し
て

生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

松
戸
・
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
の
両
市
は

市
民
サ
イ

ド
に
立
っ
た
友
好
親
善
の

輪

を
、
こ

れ
か
ら
も
大
き
く

広
げ
て
い

き

ま
す
。

問
秘
書
課

国際的なボランティア活動で国際親善ジヤパン

コミュニケーションアワードに選ばれた

藤塚　万里子さん

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

藤

塚
万

里

子
さ

ん

は

、

市

保

健

衛
生
部
の
嘱
託
医
師
だ
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴
火
の
際

は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と

し

て
四

回
に

わ
た

り

現

地
に

入

り

、

ま

た

昨

年

８
月
半
ば
か
ら
一
ヵ
月
ザ
イ
ー
ル

の

ブ
カ

ブ
で

ル

ワ

ン

ダ

難

民

救

援

の

た
め

の

医

療
活

動

に

参

加
し

た

。

こ

れ

ら

の

活

動

に

対

し

て

昨

年
1
1
月
に
は
、
国
の
内
外
で
活
躍

し

て

い

る

女

性

と
し

て

、

第

一

回

国

際

親
善

ジ

ャ

パ
ン

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ
ン

ア

ワ

ー

ド
に

、

テ

ニ
ス

の

伊

達
公

子

さ

ん

や
ニ

ュ

ー
ス

キ

ャ
ス

タ

ー
の

樫
井

よ
し

こ

さ
ん

と

と
も
に
選
ば
れ
た
。
受
賞
に
関
し

て
は
、「
第
一
回
と
い
う
こ
と
で
な

ん
だ
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
」
と

い
た
っ
て
そ
っ
け
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ

と
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、
「
よ
く
日
本
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
育
た
な
い
な
ど

と
マ
ス
コ
ミ
で

取
り
上
げ
て

る
で

し
ょ
う
。
あ
れ
に
は

腹
が
立
ち
ま

す
ね
」
と

、
と
た
ん
に
話
し
ぶ
り

が
変
わ
っ
た
。

「
日
本
人
も
人
の

役
に
立
ち
た

い
、
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

と
い
う
精
神
（
こ
こ

ろ
）
は
あ
る

ん
で
す
。
神
戸
で
も
た
く
さ
ん
の

ザールで医療活動をする藤塚さん

方
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。
土
台
は
あ
る

ん
で
す
よ
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

う
横
文
字
の
概
念
は
つ

か
め
な
く
て

も
、
日
本

に
は
昔
か
ら
「
焚
き
出

し
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
困
っ
た
と

き
は
助
け
合
い
と
い
う

精
神
が
あ
る
と
言
う
。

藤
塚
さ
ん
に
と
っ
て
、

外
国

で

の

救

援
活

動

も
こ

の

「
焚

き
出

し

」

の

延
長

た

っ

た

よ
う

だ

。

「
わ

た

し

た
ち

が

外

国
で

も

ど

こ

で

も
医

療

行

為

が

で

き

る

の

は

、
人

類

は

一

種

、
ホ

モ

サ

ピ
エ

ン
ス

だ

け
で

、

体
の

つ

く

り

も

病

気

も
み

な

同

じ

だ
か

ら
で

き

る
ん

で

す

」
。

ご
く

自

然

に

、
当

然

の

よ

う
に

話

す

藤

塚
さ

ん

。

だ
か

ら

、

医

療

を

必
要

と

す

る
と

こ

ろ

が

あ

っ
て

だ

れ

も
行

け

る
人

が

い

な

い

な

ら

、

ど
こ

に
で

も

出

掛
け
て

い

く

と

言

う

。

慣

れ

な
い

土

地
で

の
活

動

は

体

力

も

必

要
と

さ

れ

る

。

さ

ぞ

、
ふ

だ

ん

か

ら

体

力
づ

く

り
や

健

康
に

気
を

配

っ
て

い

る

の

か

と

思

っ
た

ら

、「
時

間

が

あ
れ

ば
読

書

ば
か

り

で

、
お

よ

そ

不

健

康
な

生
活

」

だ

と

か

。
で

も

、

な
ん

で

も

食

べ
る

し

ど
こ

で

も
生

活
で

き

る

の
で

、

「
あ
と

は

気
力
で

も
つ

」

そ

う

だ

。

同

業
で

最

も

良

き
理

解
者

の

夫

の

光

慶

さ
ん

も

、

先

ご
ろ

ザ

イ

ー

ル

へ

行

っ
て

き

た

そ

う
だ

。「
婦

唱

夫

随
で

す
」

さ

ら

り
と

言
っ
て

の

け

た

。

（
千
駄
堀
在
住
）

植物画コンクール

（中学・高校生の部）
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